
＜ 第三種郵便物認可＞ 恵

奈
良
・
纏
向
遺
跡
か
ら
柱
穴
100
超

卑弥呼 祭祀の舞台か
邪
馬
台
国
の
最
有
力
候
補
地
と
さ

ま
き
む
ノ＼

れ
る
奈
良
県
桜
井
市
の
纏
向
遺
跡

ひ

み
こ

で
Y
女
王
・

卑
弥
呼
が
君
臨
し
た
時

期
に
あ
た
る
3
世
紀
前
半
の
小
型
建

物
の
桂
穴
が
1
0
0
個
以
上
見

つ
か

り
、
市
教
委
が
1
日
、
発
表
し
た
。

約
60
平
方
㍍
の
狭
い
エ
リ
ア
に
集
中

し
、
小
型
建
物
を
建
て
た
り
壊
し
た

り
し
た
跡
と
み
ら
れ
る
。
遺
跡
の
中

心
部
で
柱
穴
が
集
中
し
て
確
認
さ
れ

た
の
は
初
め
て
で
、
専
門
家
は
「
年

に
数
回
、
卑
弥
呼
が
特
別
に
執
り
行

さ
い
し

っ
た

祭
祀
用

の
建
物
跡

で
は

な
い

か
」
と
み
て
い
る
。

家族居館の周濠跡 も出土

、
市
教
委
は
過
去
の
調
査
を
踏

ま
え
、
遺
跡

の
中
心
部
は
、
卑

弥
呼
の
宮
殿
と
も
指
摘
さ
れ
る

3
世
紀
前
半
の
大
型
建
物
を
含

む
4
棟
の
建
物
が
東
西
に
並
ん

で
い
た
と
推
定

。
今
回
、
昭
和

53
年
に
柱
穴
の

一
部
が
確
認
さ

れ
て
い
た
最
も
西
側
の
建
物
の

大
阪

纏向遺跡の建物位置関係

3 世紀前半の

建物跡
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N
▲
山

纏
向
遺
跡
中
心
部
の
西
側
エ
リ

ア
で
見
つ
か

っ
た
小
型
建
物
の

柱
穴

．

＝
奈
良
県
桜
井
市

推
定
地
を
調
査
し
、
こ
の
建
物

に
関
連
す
る
柱
穴
は
確
認
さ
れ

な
か

っ
た
が
、
周
辺

で
直
径
川

～
60
鞭
ン
の
柱
穴
を
1
0
0
個
以

上
確
認
し
た
。

市
教
委
に
よ
る
と
、
建
物
群

の
入
り

口
に
あ

た
る

と
み

ら

れ
、

「
特
別
な
空
間
」
と
し
て

利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と

い
う
。
古
代
祭
祀
に
詳
し
い
辰

巳
和
弘
・

元
同
志
社
大
教
授

（
古
代
学
）
は
「
卑
弥
呼
が
年

に
数
回
、
食
物

の
収
穫
を
感
謝

す
る
祭

祀

の
た
び

に
建

て
ら

れ
、
祭
祀
後
に
取
り
壊
さ
れ
た

複
数

の
小
型
建
物
の
痕
跡
で
は

な
い
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。

一
方
、
今
回

の
調
査
で
は
、

4
世
紀
中
頃
に
整
備
さ
れ
た
表

し
ゅ
▼つ
ご
▼つ

族
居
館

の
周
濠
跡

の

一
部
も
確

認
さ
れ
た
。
過
去
の
調
査
を
踏

ま
え
、
周
濠
の
規
模
は
東
西
約

65
㍍
、
南
北
約
54
㍍
、
幅
は
最

大
5
・

8
㍍
以
上
、
深
さ
最
大

60
靴
ン
以
上
と
判
明
し
た
。
市
教

委
は

「
3
世
紀
の
宮
殿

エ
リ
ア

を
囲
む
よ
う
な
周
濠
で
、
こ
の

周
辺

の
エ
リ
ア
が
、
世
紀
を
ま

た
い
で
政
治
や
祭
祀

の
神
聖
な

土
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
」
と
み
て
い
る
。

現
地
説
明
会
は
3
日
午
前
川

時
か
ら
。
∫
R
横
井
線
巻
向
駅

の
西
方
徒
歩
約
5
分
。
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